
152 　2026年2月号

　前回までは，ラズベリー・パイでどれくらいのサイ
ズのLLM（Large Language Models．大規模言語モデ
ル）がどの程度の速度で動くものかを見てきました．
テストしたプロンプトも「今日の東京の天気は、どう
ですか？」という単純な短文だったので，モデルのサ
イズさえ適切に選べば，インタラクティブな回答を得
ることができました．しかし，最新の情報となると
LLMごとに独特な回答が戻ってきました．
　今回から，LLMが学習していない情報を補完する
方 法 の 第1弾 の テ ス ト と し て，RAG（Retrieval-
Augmented Generation）をラズベリー・パイ5上に構
築 し ま す（ 図1）． そ の 際， ロ ー カ ルLLMと し て
Granite3.3注1を使用し，学習していないラズベリー・

パイ5の商品情報をRAGが正しく回答できるかを見
ます．今回は，ユーザの質問に関連する情報を集めた
データベース・ライブラリの準備を行います．
　なお，本連載では，可能な限り学術的な解説を避
け，平易な日常語での解説を心がけ，読者の皆さんが
なんとなく理解して，使えるようになることを念頭に
執筆していきます．

● RAGはローカルLLMの価値を上げる
ラズベリー・パイ5でも，モデル・サイズを選べば，

ローカルでLLMを動かすことができます（連載第1
回，2026年1月号）．例えば，Granite3.3:2bにラズベ
リー・パイ5の仕様について質問をすると，ラズベ
リー・パイ5はまだ公開されていないと回答されまし
た（リスト1）．Granite3.3の知識カットオフは，2024
年4月とされています．しかし2023年に発売開始され
ているラズベリー・パイ5については学習していな
かったようです（リスト1）．さらに，回答では，2021
年10月が最新とも言っています（ここではその時期は
議論の対象外で，モデルがラズベリー・パイ5を学習
しているかいないかが重要）．
　このようにLLMは，モデルをトレーニングした時
点以降の情報や，公開されていない情報は学習されて
いません．LLMでそれらの情報を使いたい場合は，
新たに情報を補完する必要があります．
　その解決策の1つとして，RAG（Retrieval-Augmented 
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リスト1　Granaite3.3:2b（RAGなし）にラズベリー・パイ5の仕様を尋ねた結果

日本語で質問した場合
>>> Raspberry Pi 5の主要なスペックは？
Raspberry Pi 5 は、まだ公開されておらず、完全な仕様が公表されていません。しかし、過去の発行品の傾向と現在のプロジェクションを考慮すると、 
Raspberry Pi 5 が主な特徴を持つ可能性があります。（以下省略）

英語で質問した場合
>>> >>> What are the key specs of the Raspberry Pi 5? 
As of my last update in October 2021, there has been no official release of a Raspberry Pi model named 
"Raspberry Pi 5." The latest models in the Raspberry Pi series are the Raspberry Pi 4 Model B and the newer 
Raspberry Pi Compute Module 4. （以下省略）
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図1　今回から作成するRAGの質問から最終回答までのフロー

注1：IBMが開発した軽量で高効率なオープンソース言語モデル．
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